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鉄筋コンクリート構造 柱 損傷レベル 










①試験体  試験体は旧基準で設計された既存 RC 構造物










め、図 2 に示すように試験体（無損傷試験体である No4



























































D10 SD295 383 565
D4　SD295 315 619
鋼材
設計基準 柱内法高 柱断面 せん断 損傷レベル
強度Fc h0(mm) ｂ×D 補強筋 変形角
No1 １/200
No2 2-D4@124 1/100
No3 18 12-D10 (SD295) 1/50
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No1,No2,No3 はせん断補強筋は降伏せず、主筋は No1 で片
側の端部(3,4,6,7)、逆側では中央部(20,21,22)、No2 は
同様に端部(3,4,6,7)、No3 は(5)で降伏が見られた。変形
角１/50 を与えた No3 の残存軸耐力は他の 2 体と比べると
低かったが、残りの 2 体の残存軸耐力は同程度であった。
曲げ型の No5,No6 は水平加力時はせん断補強筋は降伏せ





































曲げ終局強度計算式     
せん断終局強度 
    計算式 
 














































































































割れ 軸力 曲げ せん断 せん断 鉛直荷重 軸耐力率
（KN) NL(KN) (KN) (KN) 余裕度 （+） （-） N′max
No1 68.6 162 169.1 1143.7 0.98
No2 70.6 236.2 227.1 1125 0.96
No3 72.5 243.8 180.6 242.6 0.13
No4 Nmax=1162.3
No5 83.3 234.8 232.6 1182.9 1.02
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